
１．あなたは、学校の教育方針や教育目標をご存知ですか。 ２．お子さんは、意欲的に学習に取り組んでいると思いますか。

そう思う
どちらかという

とそう思う

どちらかという

とそう思わない
そう思わない わからない 計 そう思う

どちらかという

とそう思う

どちらかという

とそう思わない
そう思わない わからない 計

97 440 107 17 51 712 197 378 112 21 4 712

３．お子さんは、授業がわかりやすいと言っていますか。
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［スクリレ配信］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年２月２８日

　　保護者　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印西市立小倉台小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　 吉 野　高 明

　　早春の候、保護者の皆様には益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、日頃より本校の教育にご理解・ご協

　力いただき感謝申し上げます。

　　さて、過日ご協力いただきました令和６年度の教育活動に関するアンケート結果が下記のようにまとまりましたの

　で、お知らせいたします。学校評価の質問項目については印西市共通のものを活用しております。

　　皆様方からの貴重なご意見を真摯に受け止め、次年度以降の学校経営に生かし「地域や保護者から愛され、信頼さ

　れる学校」を創るために、教職員一丸となって努力してまいります。ご協力ありがとうございました。

記

　昨年度より３ポイント増加の肯定的評価の割合でした。入学説明会や父母と教

職員の会の運営委員会、毎月の学校だよりや各種たより、ホームページ等で学校

の教育方針に基づいた教育活動の様子を積極的に発信していくことで、更に多く

の保護者の方に学校の教育方針や教育目標を周知し、ご理解をいただけるよう努

めていきます。

　昨年度と同等の肯定的評価の割合でした。学校での学習と、より定着させるた

めの家庭での学習を、保護者の皆様のご理解のもと進めてきました。授業参観の

形態を工夫して実施し、子供たちの学校での学習の様子をご覧いただくことがで

きました。今後も各種たより・ホームページ等で、子供たちの学習の様子につい

て発信し、家庭との連携を更に深め、子供たちが意欲的に学習に取り組めるよう

指導していきます。

４．お子さんは、家庭で宿題や課題等、家庭学習に取り組んでいますか。

　昨年度と同等の肯定的評価の割合でした。タブレット端末、大型モニター等の

ICTの活用、授業形態の工夫等を通して、児童にとってわかりやすい授業となるよ

う努めていきます。また、研究会・研修会に参加したり、校内研究授業を行った

りして、教員一人ひとりが指導力を高めるよう研鑽を積んでいきます。

　昨年度より、肯定的評価のポイントが２ポイント減少しました。保護者の方が

教育に大変熱心で、児童は宿題を中心に、家庭学習に取り組んでいます。引き続

き、発達段階に応じた家庭学習（１０分×学年数）を奨励し、主体的な家庭学習

の定着を目指します。また、タブレット端末内にある学習アプリを活用した宿題

にも取り組んでいきます。
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５．お子さんは、友達を大切にしていると思いますか。
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７．お子さんは、健康に気を付けて生活していると思いますか。
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８．学校は、一人一人の子供を大切にした指導や対応ができていると思いますか。

６．学校は、豊かな人間性を育む心の教育の充実に努めていると思いますか。

　昨年度と同等の肯定的評価の割合でした。のびのびタイムや昼休みに、遊びを

通して仲間との集団意識を高めています。学級では毎日の帰りの会等で、「友達

のよかったところ」を発表し称賛し合い、共感的な人間関係を深めています。ま

た、子供たちが互いを認め合い理解し合えるように、思いやりや優しさを育む取

り組みを積極的に行っています。

　昨年度より肯定的評価が２ポイント増加しました。行事・特別活動・道徳科を

はじめとした学校教育活動全てを通して、思いやりや人間関係づくりを重視した

活動を行っています。日常の授業においても、児童同士の学び合いや教え合いを

通して、豊かで共感的な人間関係の育成を目指しています。

　昨年度とほぼ同等の肯定的評価の割合でした。本校では、ほとんどの児童が朝

食をとっており、家庭の健康に対する意識が高いです。のびのびタイムや昼休み

には、多くの児童がグラウンドで友達とドッジボールをしたり、なわとびの練習

をしたりと進んで体を動かしています。今後も児童の健全な身体の育成に努めま

す。

　昨年度と同等の肯定的評価の割合でした。全体を見ながらも一人一人に目を配り、全

ての児童を大切にする指導を心がけています。年間５回の学校生活アンケートや年間３

回の教育相談、いつでも相談できるWeb悩み相談等を通して、児童の考えや悩みを聞

き、適切な指導を行えるよう努めてきました。今後も保護者の方と連携し、児童にとっ

て最善の指導や対応ができるよう努めます。

9．学校では、いじめがあったとき、すぐに話を聞いて対応してくれると思いますか。 １０．学習や生活で困ったことがあったとき、先生方はすぐに話を聞いて対応してくれると思いますか。

　昨年度とほぼ同等の肯定的評価の割合でした。友達とのトラブルがあったとき

には、迅速に対応し、必要に応じて保護者の方に連絡をしています。相談箱や学

校生活アンケート、いごこちアンケート、教育相談、Web悩み相談を通して、い

じめを見逃さない体制をとっています。今後も迅速で適切な指導・対応を行うよ

う全職員で取り組んでいきます。

　昨年度とほぼ同等の肯定的評価の割合でした。常に日常の学習や学校生活の様

子に気を配り、心配なときには積極的に声をかけていきます。引き続き家庭と連

携し、児童が学習や生活で困ったことがあったときは、すぐに対応できるよう努

めていきます。
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１２．学校の施設・設備は整っていると思いますか。
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１１．学校は、子供の事故防止などの安全教育に取り組んでいると思いますか。

　昨年度より肯定的評価が２ポイント増加しました。毎日の帰りの会等で、登下校の仕

方や学校内外でのケガや事故について指導し、交通安全教室や各種教室を開催し、事故

防止と安全教育に力を入れています。また保護者と登下校ボランティアで、年間を通し

て登下校の交通安全と防犯活動を実施しています。今後も安全について重視して指導し

ていきます。

　昨年度より肯定的評価が６ポイント増加しました。月１回、安全点検日を設け

て、修繕の必要がある場所を確認し、直ちに修理しています。職員で修理不可能

な場合は市に修繕を依頼しています。学校施設及び設備の状況を把握し、市と連

携・協議し対応していきます。グラウンドの遊具ブランコの修繕も継続して、市

に依頼しております。

１３．学校は、市や地域の環境・人材を教育活動に活かしていると思いますか。

［アンケートに御協力いただいた人数］

　昨年度より肯定的評価が４ポイント増加しました。箏体験、陶芸教室、大型店

での防災教室、図書ボランティアによる読み聞かせ等の各種教室・体験学習を実

施することができました。保護者と登下校ボランティアによる交通安全や防犯活

動は毎日実施しています。キャリア教育にも力を入れており、今後も可能な限り

地域の環境や人材を活用した教育活動を進めていき、ホームページ等をとおして

情報発信していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答率　64.6％
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 【全体考察】

　 今年度は、全体的に昨年度とほぼ同等の肯定的評価をいただきました。項目『１』「学校の教育目標・教育方針

をご存知ですか」については、保護者の皆様から76％の肯定的な評価をいただきました。教育目標と教育活動の関

連とその実践について毎月の学校だより、父母教運営委員会、ホームページ等で、今後もわかりやすくお伝えでき

るようにしていきます。項目『２．３．４』の学習面では、79％～87％の肯定的評価をいただきました。「主体

的・対話的で深い学び」を常に意識しながら、子供たちの興味や関心が高まる授業の導入や、タブレット端末（ク

ロームブック）やICT機器（大型モニター）を活用した授業、ユニバーサルデザインを意識したわかりやすい授業等

を日々実践していきます。学習内容の定着が児童の自信につながり意欲を高めることから、学校での授業と家庭で

の学習の連携が重要になります。本校では、発達段階に応じた「家庭学習」（10分×学年数）を奨励しており、生

涯にわたって主体的に学ぶ力を育てたいと考えています。また、学習の定着を図るために、積極的なデジタルドリ

ルの活用を図っています。項目『５、６』の豊かな心の育成ですが、98％、90％で昨年度より高い肯定的評価をい

ただきました。学校教育全体を通して、誰に対しても思いやりをもって接することができる豊かな人間性を育む教育

に努めていきます。項目『８、９、10』の「一人一人を大切にした指導」では、79％～87％で昨年度より高い肯定

的評価をいただきました。日常の対応はもとより、年３回の教育相談、年５回の学校生活アンケート、相談箱（保

健室前に設置）、Web相談フォームを活用し、常に子供たちの様子に気を配り、保護者の方や関係機関とも連携を

図りながら、迅速かつ丁寧に適切な対応を行っていきます。また、学校生活アンケートでは、担任以外の教頭を含

めた教育相談担当教員とも相談ができるよう工夫しています。今後も学校全体で子供たちを見守っていけるよう体

制を整えたいと思います。項目『11』の「事故防止・安全教育」ですが、92％の肯定的評価をいただきました。学

校内外でのけがやトラブル、登下校の安全等について注意喚起をし、自ら事故やけがを未然に防げる力がつくよう

指導に努めています。また、登下校の見守りや防犯活動では、父母と教職員の会の皆様、登下校ボランティアの皆

様に大変お世話になっております。ありがとうございます。項目『12』の「施設設備の充実」では、昨年度より6％

アップの72％の肯定的評価をいただきましたが、経年劣化による施設設備の老朽化は否めません。職員で対応でき

るところは自分たちで修理し、それ以外は市と連絡調整をしながら、年間に渡って修繕をしています。今後も市と

連携を図っていきます。項目『13』の「市や地域の人材活用」は、昨年度より4％アップの70％の肯定的評価で

す。今年度も、箏楽体験、陶芸教室、大型店での防災教室、図書ボランティアによる読み聞かせ、キャリア教育の

充実等の教育活動を実施することができました。このような地域の外部人材を活用した活動の様子を、各種たより

やホームページ等で発信しています。今後も可能な限り地域の環境や人材を活用した教育活動を実施していきま

す。

　児童アンケートの結果は、１３項目全てにおいて、昨年度同様もしくは、それを上回る数値であり、割合も８

７％から９９％の間を占めています。更に、享年よりも２項目増えた１０項目については、９０％以上の肯定的評

価をしています。これは、子ども一人ひとりが主体的に学校生活に加わりのびのびと自己の能力を発揮していると

捉えています。各学級、学年、そして学校全体で、今後も子ども一人ひとりに寄り添い、力を高めていけるよう、

学校教育目標をしっかりと実践していきます。

　今年度も、学校評価アンケートをWeb形式アンケートで実施いたしました。回答期間が短い中、Web形式アン

ケートでの回答にご協力をいただきありがとうごさいました。今後とも本校の教育活動にご理解、ご協力をいただ

きますようお願いいたします。
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